
第21回分娩監視研究会プログラム

平成15年6月28日（土）

開会挨拶　13：30

当番幹事　　自治医科大学産科婦人科学教室　泉　章夫

教育講演　13：35～14：05

座長　国立国際医療センター　箕浦茂樹

「妊娠34週未満の胎児心拍陣痛図　一読み方と管理－」

分娩監視研究会会長

帝京大学　太田孝夫

一般演題　14：05～14：55

座長　東京警察病院　荻野雅弘

1．「Sinusoidalpatternを呈した妊娠33週、Preeclampsiaの1例」

浦安市川市民病院産婦人科　渕脇泰介

2．「臍帯頸部巻絡6回の1症例」

都立荏原病院産婦人科　松江陽一

3．「臍帯卵膜付着に特徴的な胎児心拍モニタリングパターン」

昭和大学産婦人科学教室　長谷川潤一

4．「交通事故後に常位胎盤剥離を発症した症例」

自治医科大学大宮医療センター婦人科　小田切幸平

5．「曜日別に見た国際医療センターの計画分娩の検討」

国立国際医療センター産婦人科　福田友洋

休憩14：55～15：10

総　　会　15：10～15：30

会長　太田孝夫

特別講演　15：30～16：30

座長　自治医科大学　泉章夫

「胎児心拍数図の定義と解説（日本産科婦人科学会2003年改正案）」

日本産科婦人科学会周産期委員会

胎児心拍数図の解読に関するガイドライン検討小委員会委員

宮崎医科大学産婦人科学教室講師池田智明先生

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事　東京警察病院　荻野雅弘

閉会挨拶

当番幹事　　　自治医科大学泉章夫

懇親会　17：00～

※研究会終了後、会場隣の喫茶室にて懇親会を開催致します。

どうぞお気軽にご参加ください。（参加費：無料）



第22回分娩監視研究会プログラム

平成15年11月15日（土）

開会挨拶　　　13：00

当番幹事　　　　　東京警察病院　　荻野雅弘

Ⅰ　シンポジウム　13：15～15：12

「予定日を超過した妊婦の取扱い方　一　過期妊娠－」

座長　順天堂浦安病院　　吉田幸洋

自治医科大学　　　泉　章夫

「予定日を超過した妊婦に対する援助について」

一　予定日を超過して出産した祷婦の出産体験のレビューの分析から考える　－

国立国際医療センター産婦人科

「予定日を超過した妊婦の取り扱い方」一　過期妊娠　一

東邦大学医学部第1産科婦人科学教室

「過期妊娠予防のための分娩誘発開始時期に関する検討」

防衛医科大学校産婦人科学教室

下釜　真喜子

間崎　和夫

松田　秀雄

「予定日を超過した妊娠の取り扱い」

帝京大学医学部産婦人科学教室　　　　　　梁　英治

「当院における予定日超過症例の検討」一　待機方針での周産期予後の提示－

社会保険中央病院産婦人科 北川　浩明

「当科における妊娠40週以降の分娩成績についての検討」

一　初産婦における待機管理と誘発管理の比較　一

横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター母子医療センター　　石川　浩史

「41週以降の管理入院と過期妊娠のリスク」

日本赤十字社医療センター産科 中川　潤子

「選択的分娩誘発の是非」

北里大学医学部産婦人科学教室　　　　　　天野　完

「過期妊娠とFoleyによる子宮頚管熟化法」

武久産婦人科医院 土井　茂治

15：15～15：45　　　　－　総合討論　－



コーヒーブレイク　　　15：45～16：05

総会　　　　　　　　16：05～16：15

Ⅱ　　症例検討会　16：15～16：55

「－　CTGをどう読むか－」　　　　　　座長　日本大学光ヶ丘病院　三宅良明

「胎便吸引症候群（MAS）をきたしたウェゲナー肉芽腫合併妊娠の1例」

日本医科大学第二病院　女性診療科・産科　渋井　庸子

「常位胎盤早期剥離の1例」

順天堂大学　産婦人科　　　　五十嵐　佐和

「常位胎盤早期剥離の1例」

東京都立荏原病院産婦人科　　　　松江　陽一

「双胎分娩進行中に第2児に続き第1児と第2児が同時にnon reaSS血g　飴bl

sbhs　を示したため、緊急帝切を行った1例」

浦安市川市民病院産婦人科　　　　西原　沙織

「このCTGをどう読むか」

国立国際医療センター　産婦人科　　　福田　友洋

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事　　　東京都立荏原病院　前田　光士

当番幹事　　　　東京警察病院　　荻野　雅弘



第23回分娩監視研究会プログラム

平成16年6月26日（土）

開会挨拶13：00

当番幹事　　都立荏原病院産婦人科　前田　光士

般演題13：05～14：25

座長　東邦大学医学部付属大森病院　竹下　直樹

1．「陳旧性血性羊水とともにnon一代aSSu血g飴tdstatusを来した1例」

浦安市川市民病院　産婦人科　田中　利隆　他

2．「当院において最近経験した常位胎盤早期剥離の4例」

都立豊島病院　産婦人科　小林　由佳　他

3■「子宮頚部海綿静脈洞破裂による出血性ショックをきたした胎児心拍性図の一例」

順天堂大学医学部附属浦安病院　斎藤　知見他

4．「分娩室入室後遷延徐脈を呈し急遂分娩となった一症例」

日本医科大学付属第二病院　滝澤　薫　他

座長　東邦大学医学部付属大森病院　間崎　和夫

5．「入院時既に脳障害が疑われた妊娠30週前置胎盤の一例」

国立国際医療センター　　桝谷　法生　他

6．「臍帯卵膜付着の分娩管理に関する提案」

昭和大学横浜市北部病院　長谷川　潤一

7・憤帯動脈の閉塞によりnon－reaSSuringfetalStatuSをきたしたと考えられる

臍帯過捻転の一例」

昭和大学総合母子医療センター　曹藤　佳美　他

8．「単胎の正期産における重症新生児仮死2例の検討」

東邦大学医学部付属大森病院　八尾　陽一郎　他

9．「モニター異常をきたした胎児′ト腸軸捻転の一例」

順天堂大学産婦人科　薪田　も恵　他

休憩14：25～14：45

会　14：45～14：55

会長　太田　孝夫

特別講演14：55～15：35

座長　国立国際医療センター　箕浦　茂樹

「頭位分娩、CPDと持続性後方後頭位分娩について」

国家公務員共済組合連合会　斗南病院　島野　敏司



育講演15：35～16：00

座長　北里大学　天野　完

「変動一過性徐脈の管理」

分娩監視研究会会長

帝京大学　太田孝夫

休憩16：00～16：05

産師コーナー　16：05～16：45

座長　大森赤十字病院　　武井　成夫

東邦大学大森病院　小堂　弘子

1．「麻酔分娩時の胎児監視について～助産師の立場から～」

北里大学　　　　　中里　真理子　他

2．「帝切を1週間後に予定していた双胎妊婦に変動一過性徐脈を認め

緊急帝切となった事例を通して」

熊谷総合病院　　　瀬山　澄江　他

3．「分娩が急速に進行した初産婦の1例」

都立荏原病院　　　神保　江津子　他

4．「夜勤帯における分娩第2期遷延の扱いについて」

浦安市川市民病院　永澤　紀子　他

5．「緊急帝王切開4時間前のCTGをどう判断するか」

大森赤十字病院　　大堀　晃子　他

このCTGをどう読むか？16：45～17：15

1．「遷延一過性徐脈の1例」

2．「痛恨の2症例」

座長　日本大学光が丘病院　三宅　良明

都立荏原病院　　産婦人科　　松江　陽一　他

聖隷三方原病院　産婦人科　　宇津　正二

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事　東邦大学医学部看護科　斎藤　益子

当番幹事 都立荏原病院　前田　光士



第24回分娩監視研究会プログラム

平成16年11月6日（土）

開会挨拶13：00

当番幹事　　東邦大学医学部看護学科　斎藤　益子

別講演13：05～13：45

座長　国立国際医療センター　箕浦　茂樹

「出産の安全性と安楽性をどう診断するか」

葛飾赤十字産院　竹内　正人

教育講演13：45～14：25

座長　東邦大学　本会監事　木村　好秀

「胎児心拍陣痛図判読の基本」

会長　太田　孝夫

休憩14：25～14：40

会　14：40～14：55

会長　太田　孝夫

講　演　14：55～15：25

座長　本会監事　鈴木　三郎

「助産診断とは一医学診断との違い－」

東邦大学医学部看護学科　斎藤　益子

ワークショップ15：25～16：50

「分娩期の診断一助産診断と医学診断の視点から」

座長　北里大学　　　　　　　天野　完

亀田医療技術専門学校　熊沢　美奈好

1．「分娩期によく見られる産婦の身体的症状について」

日本大学 正岡　直樹

2．「分娩進行状態の診断」

アクアバースハウス　　　　山村　節子

3．「産婦の基本的・社会的生活行動の診断」

埼玉医科大学短期大学　　　楢原　洋子

4．「産婦の精神・心理的行動、出産育児行動の診断」

東邦大学医学部看護学科　　加藤　千晶



このCTGをどう読むのか？16：50～17：05

座長　日本大学医学部付属練馬光が丘病院　三宅　良明

1．「変動一過性徐脈と分娩のタイミング」

横浜市立大学医学部附属市民総合医療センター　石川　浩史　他

2．「分娩後重症新生児仮死をきたした1例」

東邦大学産科婦人科学第1講座　　福田　雄介　他

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事　昭和大学　松岡　隆

当番幹事　東邦大学医学部看護学科　碧藤　益子



第25回分娩監視研究会プログラム

平成17年6月4日（土）

開会挨拶13：00

当番幹事　　昭和大学産婦人科　松岡　隆

特別講演13：05～13：50

座長　昭和大学産婦人科　岡井　崇

「異常CTGをエキスパートが解読したら」

「胎児心拍数に関する用語、定義の改正案」に基づいた全国異常CTGの検討

東北大学医学部産婦人科　　　　菅原　準一

このCTGをどう読むか？　13：50～14：20

座長　日本大学光が丘病院　三宅　良明

1．「遷延一過性徐脈の1例」

都立荏原病院　　　　　　　　　松江　陽一

2．「児頭下降に伴う（遷延一過性）徐脈での児頭挙上」

けいなん総合病院産婦人科　　　山崎　一郎

休憩14：20～14：50

総会14：50～14：55

会長　太田　孝夫

一般演題14：55～16：30

座長　亀田総合病院総合周産期母子医療センター

鈴木　真

1．「外来NSTで発見された重症胎児母体輸血症候群（Feto・matemaltranSfusion）の一例

国立成育医療センター　　渡辺　典芳

2．「前後に一過性頻脈を伴わない変動一過性徐脈に関する検討」

昭和大学　長谷川　潤一

3．「前期破水にて胎児頻脈を呈した1例」

浦安市川市民病院　原　拓麿



産師コーナー

座長　東邦大学医学部看護学科　斎藤　益子

1．「正常分娩直後におけるカンガルーケアーの有用性の検証」

昭和大学病院総合周産期母子医療センター　青木聡子

2．「妊娠39週4日で緊急腹式帝王切開を施行した1例」

都立荏原病院　　　　　神保　江津子

3．r助産院からの救急搬送症例に関する検討　～安全性と快適性の両立を目指して～」

国立国際医療センタ一　　飯干　直美

4．r分娩方針に苦慮したdecelerationの一例」

浦安市川市民病院　岩波　春奈

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事　　山口病院　　　山口　暁

当番幹事　　　　昭和大学　　松岡　隆



第26回分娩監視研究会プログラム

平成17年11月26日（土）

開会挨拶13：00

当番幹事　　　山口病院　　山口　暁

教育講演113：05～14：00

座長　　　越谷市立病院　　山本　勉

「新生児の神経放射線診断」

埼玉県立小児医療センター放射線科　　　小熊　栄二

教育講演214：00～14：50

座長　　東邦大学医学部看護科　木村　好秀

「正期産仮死児と胎児脳障害についての一考察」

日本医科大学附属第二病院　産婦人科　　朝倉　啓文

休憩14：50～15：20

会　15：20～15：25

会長　太田　孝夫

このCTGをどう読むか15：25～16：55

座長　日大光が丘病院

「分娩誘発中に発症した頭位臍帯下垂症例の一例」

日本医科大学附属病院

「小腸軸捻転発症後の胎児心拍数所見」

北里大学

「続発性微弱陣痛と高度徐脈を認めた一例」

日本医科大学附属第二病院

「徐脈の一例」

都立荏原病院

「当院で経験した常任胎盤早期剥離のCTG」

越谷市立病院

「Fet0－maternaltran8fusionの一例」

浦安市川市民病院

三宅　良明

梶川　望

沼田　彩

石井　陽子

谷口　智子

斉藤　知見

渕脇　泰介

特別講演16：55～17：45

座長　分娩監視研究会会長　太田　孝夫

「胎動心拍数図（アクトカルジオグラム）の胎動マーカーを

胎児モニタリングに生かそう」

鳥取大学名誉教授　　　　前田　一雄

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事　都立大塚病院　阿部　史朗

当番幹事　　　山口病院　　　山口　暁



第27回分娩監視研究会プログラム

平成18年6月10日（土）

開会挨拶　13：00

当番幹事　　　　都立大塚病院　　阿部　史朗

特別講演　13：05～13：55

座長　　　国立国際医療センター　　箕浦　茂樹

「産科、分娩に関する医療事故について」

東京医科歯科大学周産女性診療科講師　　　　清水　康史

このCTGをどう読むか13：55～14：30

座長　　日本大学練馬光が丘病院　　三宅　良明

1．「絨毛膜羊膜炎の1例」

東京保健医療公社荏原病院　　　谷口　智子

2．「胎児頻脈がみられ子宮内感染が疑われた一例」

都立大塚病院　　赤股　宣子

休憩14：30～14：50

総　会　14：50～15：00

会長　　太田　孝夫

一般演題15：00～16：30

座長　東京保健医療公社荏原病院

1．「GBS感染症による重症新生児仮死を認めた飛び込み分娩の一例」

国立国際医療センター

2．「分娩第2期の変動一過性徐脈の1例」

新潟県厚生連けいなん総合病院

3．「NRf、Sにて母体運送された症例の分娩様式」

浦安市川市民病院

4．「重症新生児仮死をきたした糖尿病合併妊娠の1例」

昭和大学

前田　光士

中西美砂緒

山崎　一郎

渕脇　泰介

吉江　正紀

産師コーナー16：30～17：15

座長　　東邦大学医学部看護学科 斎藤　益子

1．「長期間の羊水過少があり、分娩時にLateDecelerationを認めた一症例」

社会保険蒲田総合病院　　　児玉　美香

2．「VもACの分娩管理について」

都立大塚病院　　　逸見　純子

当番幹事　　　　　都立大塚病院　　阿部　史朗



第28回分娩監視研究会プログラム

平成18年11月18日（土）

開会挨拶　13：00

当番幹事　　　東京女子医科大学母子総合医療センター　　松田　義雄

特別講演　13：05～14：05

座長　　　東京女子医科大学母子総合医療センター　　松田　義雄

「妊娠末期における胎児評価法の病態生理」

宮崎大学医学部産婦人科周産母子センター　助教授　鮫島　浩

このCTGをどう読むか14：05～15：05

座長　　日本大学練馬光が丘病院産婦人科　　三宅　良明

1．「一過性徐脈および遷延徐脈を認めた子宮腹筋症合併妊娠の3例」

公立大学猿人横浜市立大学附属市民総合医療センター母子医療センター

小川　幸

2．「遅発一過性徐脈を認めた2症例」

日本医科大学武蔵小杉病院　　森岡　邦栄

3．「羊水混濁の取り扱いについて」

東京都保険医療公社荏原病院産婦人科　　谷口　智子

4．「分娩直前のCTGにて予見できなかった重症新生児仮死を認めた1例」

八戸市立市民病院産婦人科　　山口　俊也

休憩15：05～15：25

総　会　15：25～15：35

会長　　太田　孝夫

ワークショップ15：35～17：15

「妊娠末期にみられる産科合併症とCTG」

座長　　　国立国際医療センター産婦人科

北里大学産婦人科

1．「子宮内胎児発育遅延（IUGR）」

東京女子医科大学産婦人科

2．「切迫早産」

日本大学産婦人科

3．「前期破水」「子宮破裂」

埼玉医科大学総合医療センター総合周産期母子医療センター

4．「絨毛膜羊膜炎」

日本医科大学多摩永山病院産婦人科

箕浦　茂樹

天野　完

三谷　穣

中島　義之

村山　敬彦

三宅　秀彦



5．「常位胎盤早期剥離とCTG」

自治医科大学産婦人科母子総合医療センター　薄井　里英

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事　　　　　聖隷三方原病院産婦人科　　宇津　正二

閉会挨拶

当番幹事　　東京女子医科大学母子総合医療センター　松田　義雄



第29回分娩監視研究会プログラム

平成19年6月2日（土）

開会挨拶　13：00

当番幹事 聖隷三方原病院 宇津　正二

教育講演　13：05～14：05

座長　　国立国際医療センター

「胎児心拍数モニタリングー大事なサインを見逃さない－」

福島県立医科大学　　　講師

箕浦　茂樹

藤森　敬也

このCTGをどう読むか14：05～14：45

座長　　日本大学練馬光が丘病院　　三宅　良明

1．「Deceleration、どの時点で急遂分娩か苦慮した一例」

浦安市川市民病院

2．「徐脈のために吸引分娩施行し、胎盤早期剥離と診断した1例」

休憩14：45～15：05

渕脇　泰介

東京都保健医療公社荏原病院　　谷口　智子

総　会　15：05～15：15

会長　　　太田　孝夫

一般演題15：15～16：15

座長　　　　都立大塚病院

1．「簡便な自覚胎動カウント法新規考案とその基準値の作成

一異なった予後を示した胎動減少例2例提示－」

自治医科大学

2．「常位胎盤早期剥離を早期に診断し、生児を得た一例」

阿部　史朗

松原　茂樹

国立国際医療センター　　山本　直子

3．「緊急帝王切開決定後のモニターの重要性について」

聖隷三方原病院 加藤雄一郎



産師コーナー16：15～17：00

座長　　東邦大学医学部看護学科　　　斎藤　益子

1．「モニターは正確にとって役割を果たす」

（社）日本助産師会千葉県支部長　　斉藤　菓子

2．「助産師学生の胎児心拍陣痛図の判読学習についての一考察」

埼玉医科大学短期大学専攻科　　　楢原　洋子

3．「切迫早産と診断した常任胎盤早期剥離の2例」

日本医科大学武蔵小杉病院　　中山亜希子

次回当番幹事挨拶

次回当番幹事 長野県立こども病院　　菊池　昭彦

閉会挨拶

当番幹事 聖隷三方原病院　　　　宇津　正二



第30回分娩監視研究会プログラム

平成19年11月10日（土）

開会挨拶　13：00

当番幹事　　長野県立こども病院　総合周産期母子医療センター　菊池　昭彦

特別講演　13：05～14：05

座長　　　長野県立こども病院　総合周産期母子医療センター　菊池　昭彦

「胎児心拍数モニタリングのゆらぎ解析による胎児well－being評価

－基線細変動からスケーリング，マルチフラクタルへ」

東北大学病院　准教授　　室月　淳

このCTGをどう読むか14：05～14：45

座長　　　埼玉医科大学短期大学専攻科母子看護専攻　　楢原　洋子

1．「SinusoidalpatternとPseudo sinusoidalpatternの紹介」

′ト阪産病院　　　赤岩　明

2．「常任胎盤早期剥離の一例」

国立国際医療センター　山本　直子

休憩14：45～15：05

総　会　15：05～15：15

会長　　太田　孝夫

ワークショップ15：15～16：55

「種々の病態、状況における特徴的および注意すべき胎児心拍所見」

座長　　　　　　　　　　　東京大学　　　　　亀井　良政

亀田総合病院　　　鈴木　真

1．「当院症例で検討される、Fetal heart rate patternから見るIUGRの管理」

長野県立こども病院　　堀越　嗣博

2．「near term以前のFGRに対するcontraction stress test」

長野県立こども病院　　　宮下　進

3．「胎児疾患のFHRモニタリング」

国立成育医療センター　　林　聡

4．「saltatorypatternを示した症例の検討」

東京大学　　　坂巻　健

5．「診断に苦慮した胎児心拍所見一母体牌動脈瘡破裂によりmFSを呈した1例－」

愛育病院　　川名　有紀子



次回当番幹事挨拶

次回当番幹事 亀田総合病院　　　鈴木　真

閉会挨拶

当番幹事　　長野県立こども病院　総合周産期母子医療センター　菊池　昭彦


